
VOL3oS-3 CHEMOTHERAPY 587

呼吸 器感 染症 にお け るT-1982の 臨 床的 検討

長野 準 ・近藤寛治

国立療養所南福岡病院

池田東吾

九州厚生年金病院

江頭洋祐

公立玉名中央病院

絹脇悦生

国家公務員共済組合連合会熊本中央病院

篠田 厚 ・北原義也

国立療養所大牟田病院

志摩 清 ・外村洋一

熊本市立熊本市民病院

永尾玲子

国立療養所松江病院

松葉健一

門司鉄道病院

安武敏明 ・本田義信

国立療養所再春荘

新 しく開発 され たCephamycin系 抗生物質 であるT-1982を 肺炎25例,気 管支炎9例,気 管支拡張

症6例,肺 化膿症2例 お よび,び 漫性汎細 気管支炎1例,計43例 の呼吸器感染症 に投与 し臨床的検討

を加えた。薬剤は1回0.5～2.09,1日2回 点滴静 注 し,投 与期 間は3日 か ら49日 にわたって いる。

喀出疾お よび穿刺材 料よ り推定 しえ た起 炎 菌 は,Hinfluenzae6株,Kpnmmoniu3株,P.

amginosa3株,S.aureus2株,K.oxytoca2株,そ の他5)種 各1株 であ った。

臨床効果 は判定不能の1例 を除いて42例 中著効15例,有 効23例,や や有 効3例,無 効1例 で有効

率は90.5%で あ った。

副作用 としては1例 に発疹,3例 にGOT,GPTの 軽度上昇を認 めたがいずれ も本剤投与 中止後

すみやかに回復 した。

以上の成績か ら,T-1982は 呼吸器感染症 に対 して有用性 の高 い薬剤 と考え られ る。

T-1982は,富 山化学工業(株)および科研化学(株)で共同

開発中のCephamycin系 の新抗生物質 であ る。本剤は,

グラム陽性 ・陰性菌に対 し広範な抗 菌スペ ク トラムを有

し,と くに丑aeru8imsaを 除 くグ ラム陰性菌に対 し強い

抗菌力を示す。 また7α 位にMethoxy基 を有 し各種細

菌産生の β-lactamaseに 対 し安定であ る。

今回著者らは,呼 吸器感染症 に対 す る本剤の臨床効果

を検討する機会を得たので,そ の結果 を報告す る。

1.対 象 と 方 法

昭和56年4月 か ら昭和56年10月 まで,九 州地区の8施

設および中国地区の1施 設 に入院 した呼吸器感染症43例

を対象とした。疾患の内訳 は,肺 炎25例,気 管 支 炎9

例,気 管支 拡 張症6例,肺 化 膿 症2例,び 漫 性 汎細 気 管

支 炎1例 で あ る。 年 齢 構 成 お よ び性 別 は16歳 か ら87歳 の

男性21名,女 性22名 で あ っ た(Table1)。

喀 出疾 お よ び穿 刺 材 料 よ り推 定 し え た起 炎 菌 は,43例

中19例 で そ の 内訳 は,Hinfluenzae6株,K.pneumonim

3株,P.aeruginosa3株,S,aureus2株,K.oxytooa2

株,そ の 他5種 各1株 で あ っ た。

T-1982は,1回0.5～2.Og(大 部 分 は1g)を1日2

回点 滴 静 注 で 使 用 した 。 投与 日数 は3～49日,平 均12.4

日,総 投 与 量 は6～98g平 均25.7gで あ る。

治 療 効 果 の判 定 は,胸 部 レ線 上 陰 影 の 消 失 な い し 縮

小 ・発 熱 ・咳 嗽 ・喀 痰 の 量)お よび 性 状 ・呼 吸 困難 な どの
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自覚症状の改善,疾 中細菌の消

失ない し減少,血 沈,CRP,白

血 球数の改善か ら,著 効 ・有 効

・やや有 効 ・無 効の4段 階で行

な った。

経過 中,臨 床症状 に注意す る

とと もに臨床検 査を行 な って副

作用の発現 に注意 した。

H.成 績

本剤 の臨床 効果を検討 し,そ

の成 績をTable1,2に 示 した。

結 果は著効15例,有 効23例,

やや有 効3例,無 効1例,判 定

不能1例 で有 効率は90,5%で あ

った。

疾患 別有効 率は肺炎25例 中著

効8例,有 効14例,や や有効2

例,判 定 不 能1例 で有 効 率92

%,気 管支炎9例 中著効3例,

有効6例 で有効 率100%で あっ

た。気 管支拡張症6例 中著効1

例,有 効3例,や や有効1例,

無 効1例 で有 効 率67%で あ っ

た。肺化膿症2例 はいずれ も著

効,び 漫性汎細気管支炎1例 も

著効 であった。

重症度別有効率を比べ ると,

重症6例 中著効3例,有 効1例,

やや有効2例 で有効率67%で あ

った。 中等症31例 中著効11例,

有効17例,や や有効1例,無 効

1例,判 定不能1例 で有効率93

%,軽 症 の6例 中著効1例,有

効5例 で有効率100%で あ った。

細菌学的効果判定ので きたの

は14例 で,菌 の消失9例,減 少

1例,不 変3例,菌 交代1例 で

あった。

皿.副 作 用

Table3に 示 した よ うに,T-

1982投 与 によ り3例(No、1,

22,43)にGOT,GPTの 軽度

上昇,1例(No.33)に 発疹を

認 めた。

No.1,No.22,No.43の3
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Table 2 Clinical efficacy classified by clinical symptoms

例 と も本剤投与 中止後1週 間で,な ん ら処置す ることな

く正常に復 した。No.33は 本剤1日29,3日 間投与 し

た ところ発疹 を生 じたが,本 剤投与 中止 によってすみゃ

か に消退 した。

以上4症 例の他には,T-1982投 与 に起 因す ると考 え

られ る臨床検査値の異常 または副作 用の発現は認め られ

なか った(Fig。1)。

IV.考 察

従来呼吸器感染症 の治療に,各 種 抗 生物 質 が使 用 さ

れ,す ぐれ た効果を発揮 してい る。 しか し,一 方では細

菌感染症の変貌 として近年 グラム陰性桿菌感染症 の著増

が指摘 され,ま た本来弱毒性で あ り病原性の少ない とさ

れ ていた細菌 による感染症が増加 しつつあ ることの誘因

の一つ とな っている ことも無視 で きない事実であ る。 し

か し,日 常 臨床 で接 する呼吸器感 染 症 は,依 然 と して

SpnmnoniaらS.aureus,H,influenzae,Klebsiellaに よる

ものが多 く,その治療 には合成 ペニ シリン,セ ファ ロスポ

リソ系の抗生剤が第 一選択の薬剤 となっ て い る1～3)。新

し く開発 されたCephamycin系 抗生物質 であるT-1982

は,慢 性呼吸器感染症 の起炎菌 として頻度 の高 いH.in-

Table 3 Abnormal laboratory findings

and side effect

flumz銘 やK.pneumoniae,さ らに頻度は高 くないが、

Ecoli,S.marcescms,iProtmsな どの グラム陰牲菌に対し

特 に強い抗菌力を示す ことが基礎実験において確かめら

れてい る4)。これは本剤が β-1actamaseに 対して強い抵

抗性を有 して いるためである。 これ らの特性から,本剤

が抗菌 力に比例 した臨床 効果を発 揮し,し かも副作用が

少 ない とすれば呼吸器感 染症の治療におし)て非常に有用

な薬剤 とな りうる と推 定 され る。
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Fig. 1 Laboratory findings
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このたび著者 らは呼吸器感 染症43例 に本剤を投与 し,

90.5%の 高い有効率を得 た。疾 患別有 効 率 は 気 管 支 炎

100%,肺 化膿症100% ,び 漫性汎細 気管支炎100%,肺 炎

92%,気 管支拡張症67%で あった
。次に重症度 別の有 効

率をみると,軽症100%,中 等症93%,重 症67%と な って

おり,重症度が増す につれて有効率 は低 くな ってい る。

中等症で効果の悪か った症例 はN0.10,34で,両 者 と

も慢性呼吸器感染症 で治療効果のあが りに くい気管支拡

張症であ る。No-10はHinfluenmとRamginosaと

の混合感染であ り,Raeru8inosa感 染を起す要 因 として

宿主の抵抗力の減少や,本 剤の弱点であ るRamginosa

に対す る抗菌力 の弱 さが 関与 して い る と考 え られ る。

No。34は 基礎に難 治化要因 とな る呼吸不全状態を有す る

症 例であ る。次に,重 症 で効果の悪か った症例 はNo.30,



594 CHEMOTHERAPY DEC.1982

35で 対象疾患は両者 と も急性肺 炎であ るが,前 者は肺癌

の治療中 に発症 した ものであ り,後 者は基礎疾 患 として

慢性気管支炎を有 す る症 例で あ る。 以上 の4例 を み る

と,疾 患が慢性感 染症 である もの,基 礎に慢性感染症 を

有 す る もの,あ るいは感 染に対 する宿主 の防御 力が低下

した もので治療効果 があが りに くい とい える。慢性 呼吸

器感 染症 にお ける病巣細菌 は,気 道お よび気道腔内の気

道 分泌物 や組織残渣 内で増殖 してい るので,気 道腔 内に

投与薬物が十分な抗菌力を発揮す る程 度(MIC以 上)に

移行す る必要があ る。 しか し,一 般に慢性呼吸器疾 患に

おいては,気 道の破壊や血 流の途 絶な ど既 存構 造や機能

の変化のために薬物が組織へ移行 しがた く,そ こに急性

感染症 におけ る薬物効果 との差 が存在する。

今回の症 例を呼吸器の基礎疾患 を もたない急性感染症

(急性例)10例 と慢 性 呼吸器感染症お よび慢性呼吸器疾

患を基礎にもつ 急性感染症(慢 性例)32例 にわけて,そ

の有効 率を比較 してみ ると,急 性例は著効5例,有 効5

例 で有効率100%で あ った。効果の悪い と予想 される慢

性例 では著効10例,有 効18例,や や有効3例,無 効1例

で,そ の有効率は88%と な った。 これは急性例 に劣 ると

いえ ど もかな り高率である。 これ によって本剤の抗菌力

の強 さのみな らず,肺 お よび喀痰へ の移行の良 さが推測

され る。

薬剤の投与量 および投与 回数が,重 症度に関係な くほ

ぼ全例 で1回1g,1日2回 の点滴静注であ った ことか

ら,重 症度が増す ごとに有効率が低下す る傾向 は予想 さ

れ る。 そこで症例 に応 じて投与量,投 与 回数 を増す こと

によって,有 効率を上 昇 させ うる可能性 がある と考 え ら

れ る。

本剤投与 に起因す ると考え られる臨床検査値の異常 と

してGOT,GPTの 軽度上昇が3例 に認め られたが,そ

の中の症例No.1は 薬剤投与前 に,ア ル コールによ ると

考 え られるGPT,ALP,γ-GTP,LAPの 軽度上 昇がみ

られ た。薬剤投与3日 目に発疹を生 じた症例No.33は

薬 剤 ア レルギー(薬 剤はは っきりしないが,抗 生物質で

はない と考え られ る)の 既往 があったが,投 与前の皮内

反応試験 が陰牲 で,本 剤 の投与 を行な った症例である
。

T-1982は 生体 内でほ とんど代謝を されずに主に腎よ

り排泄 されるが,本 剤投与 によって尿 所 見,血 清電解

質,BUN,Creatinineな どの異常は認 めなか つた。なお

症例No.gは 投与前Creatinine値 が2.8mg/dlと 軽度

上 昇を認 めたが,投 与後 は2.1mg/dlと むしろやや低下

していた。

効果 判定不能 とした症 例No.29は,肺 癌および癌性

胸 膜炎 の治療 中に熱 が持続 す るため,肺炎を疑いSBPC,

AMKを2週 間使用す る も全 く効果な く,そ の後本剤を

投与 して も胸部 レ線所見,自 覚症状 とも全 く変化なく,

発熱は腫 瘍熱が疑われた ものである。

以上の ことは,本 剤の有 効性 と有用性を示唆するもの

と考え られた。 しか し,使 用中はGOT,GPTの 動きに

注意 する必要 があろ う。

結 論

1)呼 吸器感染症43例 にT-1982を 用い,著 効15例,

有効23例,有 効率90.5%の 結果を得 た。

2)副 作用 として軽度 のGOT,GPT上 昇3例,発 疹

1例 を認めた。

以上 の成 績か ら,T-1982は 呼吸器感染症に対 してそ

の効果が十分期 待で き,有 用性 ある新抗生物質であると

考 え られる。
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T-1982, a newly developed cephamycin antibiotic, was studied in 43 cases with respiratory tract in-
fections; 25 with pneumonia , 9 with bronchitis, 6 with bronchiectasis, 2 with lung abscess and 1 with dif-
fuse panbronchiolitis. T-1982 was administered by intravenous drip infusion at a dose of 0.5 2.0g

(1.0 g in most cases) twice a day for 3 49 days.
Pathogenic bacteria estimated from the sputum and bioptic samples were 6 strains of H. influenzae, 3

strains of K. pneumoniae, 3 strains of P. aeruginosa, 2 strains of S. aureus, 2 strains of K. oxytoca and each 1
stain of 5 other species .

The clinical responses evaluated in 42 cases were excellent in 15, good in 23, fair in 3 and poor in 1 to

yield an efficacy rate of 90.5%. As for side effects, eruption was noted in 1 case. Slight elevations of GOT
and GPT were observed in 3 cases , although these values returned to normal immediately after therapy.

From the above results, we conclude that T-1982 is a useful antibiotic for the treatment of respiratory
tract infections.


